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◎ 調査結果 
 

１． 生活に関する事項 

６割（59.0％）の人が時間的なゆとりを感じている。また、現在仕事をして

いない人の方が時間的なゆとりを感じている人が多い。 

・ 時間的なゆとりを感じている人は 59.0％であり、性・年齢別でみると、

50 代・60 代ともに男性よりも女性の方がゆとりを感じている人が多い。

また、現在の就業の有無別にみると、就業していない人のほうが時間的な

ゆとりを感じている人が多い。（Ｑ１） 

 

Ｑ１ 「あなたは、現在、日常的な生活の中で時間的なゆとりを感じていますか。」 

  ＜男女・年齢別＞ 

「感じている」 「あまり感じていない」

「多少感じている」 「感じていない」

（計） （計）

59.0 40.8

52.1 47.8

58.0 41.9
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＜現在の就業の有無別＞ 

「感じている」 「あまり感じていない」

「多少感じている」 「感じていない」

（計） （計）

72.5 26.1

64.1 35.5

62.6 37.4

55.8 44.1

53.1 46.9

56.4 43.2

52.2

42.1

36.3
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29.3

25.9
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４人に３人（75.2％）が高齢期の生活に不安を感じている。不安の主な理由は「健

康」・「収入」・「介護」。 

・ 高齢期の生活について、４人に３人（75.2％）が不安を感じている。性・年齢

別でみると、50 代・60 代ともに男性よりも女性の方が不安を感じている人が

多い。また、全収入額別にみると、収入が少ないほど生活に「不安を感じる」

割合が高く、年額 180 万円未満の層では「とても不安に感じる」人は 39.7％と

なっている。（Ｑ５） 

・ 不安を感じると回答した人の 73.2％が「自分や配偶者の健康や病気のこと」、

53.2％が「生活のための収入のこと」、53.0％が「寝たきりなど介護が必要に

なること」が不安であると回答している。（Ｑ５ＳＱ） 

 

Ｑ５ 「あなたは、高齢期におけるご自分の日常生活全般について不安を感じますか」 

  ＜男女・年齢別＞ 

「とても不安を」 「全く不安を」

「多少不安を」 「あまり不安を」

感じている 感じていない

（計） （計）

75.2 24.6

73.7 26.0

81.0 18.9

69.8 30.0

75.1 24.5

26.2

24.0

30.6

23.3
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＜全収入額別＞ 

「とても不安を」 「全く不安を」

「多少不安を」 「あまり不安を」

感じている 感じていない

（計） （計）

82.6 17.4

80.0 19.7

79.5 20.4

74.9 25.0

66.1 33.5

60.5 39.5

31.9
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24.6
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Ｑ５ＳＱ 不安を感じるのは、どのようなことですか。（複数回答） 
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（※対象はＱ５で「とても不安を感じる」「多少不安を感じる」と回答した人） 
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２． 消費に関する事項 

高齢期に備え、優先的に支出を考えていることは「健康維持のため」

（64.9％）と「住宅の新築・増改築・修繕」（28.7％） 

・ 「高齢期に備え、優先的にお金を使いたいと考えているもの」は、「健康

維持のための支出」が 64.9％、「住宅の新築・増改築・修繕」が 28.7％

であった。 

Ｑ６ あなた方ご夫婦（あなた）が、高齢期に備えて、優先的にお金を使いたいと考えているも

のについて、この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

４割（39.4％）が消費生活に不満を感じている。不満の主な内容は、「医

療・医薬品の費用・価格」(60.3％)、「食料品への不信・価格」(50.6％)。 

・ 現在の消費生活全般に「不満である」、「やや不満である」と回答した人

の合計は 39.4％であり、性･年齢別でみると、50 代・60 代ともに男性よ

りも女性の方が「不満である」と回答した人が多い。また、全収入額別に

みると収入が少ない方が「不満である」傾向が見られる。（Ｑ７） 

・ 「不満である」と回答した人の 60.3％が「医療・医療品」、50.6％が

「食料品」に不満を感じている。（Ｑ７ＳＱ） 

 

Ｑ７ あなたは、現在の消費生活の全般的な状況について、満足していますか。 

  ＜男女・年齢別＞ 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

59.7 39.4
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＜全収入額別＞ 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

55.1 43.5

49.3 50.0

55.7 43.7

59.9 39.9

72.8 27.2

77.0 23.0

7.2

8.3

9.0

9.3

12.1

16.9

47.8
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Ｑ７ＳＱ１ あなたが、不満を感じているのは、どのような商品・サービスについてでしょうか。

この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

（※対象はＱ７で「やや不満である」「不満である」と回答した人） 

 

Ｑ７ＳＱ２ あなたが、不満に思う理由は何ですか。（複数回答） 

＜主な不満の理由＞ 

理由 回答(%) 理由 回答(%) 理由 回答(%) 理由 回答(%)

国産品が少ない 59.5 費用が高い 62.4 預貯金の利子が低い 75.4 使用料金が高い 92.1

賞味期限・原産国・食品
添加物など食品表示
どおりか不信を感じる

59.5 価格が高い 52.5 保険料が高い 68.8 修理・出張費が高い 36.2

価格が高い 59.3
診察の時に
待たされる

42.8
保険の保障の仕組
みや内容の説明
が十分でない

44.6
機器・器具の
価格が高い

27.3

食品添加物が多すぎる 55.3
副作用や薬害の
心配がある

40.8
ローンなどの
利息が高い

36.0
機器・器具の設置
（交換）費が高い

22.4

食料品（n=627） 医療・医薬品(n=747） 金融・保険(n=491) 電気・ガス・水道(n=392)

 

（※対象はＱ７ＳＱ１で各商品・サービスにおいて不満を感じたと回答した人） 
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商品・サービス購入による被害を受けた人は 4.4％。被害を受けた商品は、

「食料品」（16.7％）、「金融・保険」（15.2％） 

・ 最近 2 年間に商品・サービスの購入等で、経済的・身体的な被害を受けた

ことがある人は、4.4％であった。被害を受けた商品として、「食料品」

が 16.7％、金融・保険が 15.2％であった。（Ｑ８、Ｑ８ＳＱ） 

 

 

Ｑ８ あなたは、この１、２年の間に商品・サービスの購入等で、経済的・身体的な被害を受け

たことはありますか。 
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Ｑ８ＳＱ それは、どのような商品・サービスでしょうか。この中からいくつでもあげてくださ

い。（複数回答） 

（※対象はＱ８で被害を受けたと回答した人） 
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３． 収入・資産に関する事項 

現在の収入額・貯蓄額に不満を持つ人は６割を超える。 

・ これからの高齢期に備える上で、現在の「収入額」に不満を感じている人

は 62.1%、現在の「貯蓄額」に不満を感じている人は 67.9％。満足が不満

を上回るのは全収入額では「年額 720～960 万円」、貯蓄額では「2,000

万円～3,000 万円」以上の層である。（Ｑ１１） 

 

Ｑ１１ あなたは、これからの高齢期に備える上で、あなた方ご夫婦（あなた）の現在の（１）

収入額、（２）貯蓄額に満足していますか。 

 （１）収入額（現在の全収入額別の満足度） 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

36.9 62.1

17.4 76.8

21.0 77.6

27.4 72.3

39.7 59.8

54.5 45.5

73.3 25.5
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18.6

23.2

32.8

41.1

50.6

32.6
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                     (n=898)

年額３６０～７２０万円未満
                     (n=948)

年額７２０～９６０万円未満
                  (n=224)
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            (n=243)

満足して
いる 

ある程度
満足して
いる       

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い

 

（注）「現在の全収入額」は「あなた方ご夫婦（あなた）の収入をすべて合計すると、税込みで１か月当たりの

平均額（ボーナスがある場合は、それを含めて平均した額）はおよそいくらくらいになりますか。」 

（Ｆ１０）への回答を年額に換算したものである。 
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（２）貯蓄額（現在の貯蓄額別の満足度） 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

29.9 67.9

6.7 90.0

10.5 89.1

11.1 87.4

13.7 86.3

21.4 77.8

20.6 78.9

30.1 69.9

38.3 61.7

51.3 47.4

62.1 37.3

81.0 19.0

30.2 62.8

1.2

1.2

2.5

2.6

4.9

6.1

13.6

36.2

3.7

25.1

5.8

8.9

9.6

12.4

20.2

18.1

27.4

33.3

45.2

48.5

44.8

26.5

33.8

13.8

27.2

28.1

39.8

40.3

46.1

44.4

40.4

34.2

27.2

12.9

34.2

34.1

76.3

61.9

59.3

46.6

37.4

32.8

25.6

21.3

13.2

10.1

6.0

28.6

0.5

0.0

0.0

1.3

0.6

0.0

7.0

4.8

0.8

1.6

1.5

3.3

2.3

0.4

1.5

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計
（n=3140)

貯蓄はない
（n=240)

100万円未満
（n=257)

100万円～200万円未満
                 （n=135)

200万円～300万円未満
                （n=161)

300万円～500万円未満
                （n=243)

500万円～700万円未満
                （n=204)

700万円～1,000万円未満
                  （n=266)

1,000万円～2,000万円未満
                   （n=366)

2,000万円～3,000万円未満
                   （n=228)

3,000万円～5,000万円未満
                   （n=169)

5,000万円以上
   （n=116)

わからない
（n=755)

満足して
いる 

ある程度
満足して
いる       

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い

 

 

（注）「現在の貯蓄額」は「あなた方ご夫婦（あなた）の貯蓄（預貯金、信託、債券、株式、保険など）の総額

は、およそどれくらいになりますか」（Ｑ１２）への回答である。 

 

（

現

在

の

貯

蓄

額

）
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４． 住宅に関する事項 

現在の住宅に不満を持つ人は 27.0％、賃貸住宅に住む人は４割以上が住宅に

不満を持っている。主な不満の内容は「古い」・「使いにくい」。 

・ 現在住んでいる住宅に不満を感じている人は 27.0％であり、住居形態別

に比較すると、持ち家よりも借家の方が、満足度が低くなっている。不満

の内容として、「住まいが古くなりいたんでいる」が 52.2％、「住宅の

構造やつくりが高齢者には使いにくい」が 35.2％、「台所、便所、浴室

などの設備が使いにくい」が 34.8％であった。（Ｑ１７、Ｑ１７ＳＱ） 

 

Ｑ１７ あなたは、現在お住まいの住宅について、満足していますか。 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

72.8 27.0

75.5 24.2

82.8 17.2

58.4 41.6

53.1 46.9

50.0 50.0

43.5 52.2

28.2

29.5

36.2

12.9

19.9

27.8

8.7

44.6

46.0

46.6

45.5

33.2

22.2

34.8

17.2

16.5

13.8

16.8

22.8

33.3

30.4

9.8

7.7

3.4

24.8

24.1

16.7

21.7

0.0

0.0

0.0

4.3

0.3

0.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　　数
(n=3140)

持家（一戸建て） 
        (n=2517)

持家（集合住宅）
         (n=174)

賃貸住宅（一戸建て）
              (n=101)

賃貸住宅（集合住宅）
               (n=307)

給与住宅
（社宅・官公舎など)
              (n=18)

その他
(n=23)  

満足して
いる

ある程度
満足して
いる

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い

 

 

Ｑ１７ＳＱ それでは、どのようなことに不満を感じていますか。（複数回答） 

30.0

18.7

6.3

34.8 35.2

52.2

17.2

2.6

20.5

7.1

0.5 0.4
-

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

住
宅

が
狭

い

部
屋
数

が

少

な

い

住
宅

が
広

す
ぎ

て

管
理

が
大
変

 
 

台
所

、
便
所

、
浴
室

な
ど

の
設
備

が

使

い
に
く

い

住
宅

の
構
造

や
造

り

が
高
齢
者

に
は

使

い
に
く

い

住

ま

い
が
古

く
な
り

い
た
ん

で

い
る

家
賃

、
税
金

、
住
宅
維

持
費

な
ど
住
宅

に
関

す

る
経
済
的
負
担

が
重

い

転
居

を
迫

ら

れ
る

心
配

が
あ

る

日
当

た
り
や
風
通

し

が
悪

い

そ

の
他

 

何

も
問
題

点

は
な

い

わ
か
ら

な

い

総　　　　数(n=847)

 

（※対象はＱ１７で「不満である」「やや不満である」と回答した人） 
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今後、リフォームを考えている人は 27.2％、新たに住宅取得を考えている人

は 10.2％。住宅取得・リフォームで重視する点は、「床の段差」(47.9％)、

「浴室の利用しやすさ」(41.3％)、「手すり」(37.2％)。 

・ 高齢期に備え、「リフォームを考えている人」は 27.2％、「新たに住宅

取得を考えている人」は 10.2％であり、重視する点としては「住宅内の

床の段差がない」が 47.9％、「入りやすい浴槽」が 41.3%、「手すり」が

37.2％であった。（Ｑ１６、Ｑ１６ＳＱ） 

 

Ｑ１６ あなたは、今後、高齢期に備えて、現在お住まいの住宅の改造（リフォーム）や新たな

住宅の取得をお考えですか。 

27.2

10.2

72.8

89.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リフォーム
(n=3160)

新たに住宅取得
         (n=3160)

考えている 考えていない

 
 

Ｑ１６ＳＱ 住宅の改造（リフォーム）や新たな住宅の取得に際し重視することはどのようなこ

とですか。（複数回答）  

37.2

47.9

23.9
20.8

15.9

23.2

41.3

28.9 31.2

22.9
26.5

8.5

28.6
24.4

20.5

27.9 26.2

5.8 4.1
6.7

-

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

手

す

り
が
あ

る

住
宅
内

の
床

の

段
差

が
な

い

玄
関

か
ら
道
路

ま

で

の
間

の
段
差

が
な

い

床

や
通
路
材
料

が
滑

ら

な

い
安
全

な
も

の

ド

ア
で
は
な
く

引

き
戸
等

和
式
便
器

で
は
な
く

洋
式
便
器
等

入

り
や
す

い
浴
槽

使

い
や
す

い
流

し

や
洗
面
台

安
全

で
使

い
や
す

い

台
所

の

コ
ン

ロ

寝
室

と
ト

イ

レ
の
位

置

な
ど

の
間
取

り

車

い
す

で
も
通

れ
る

広

い
幅

の
廊
下

な
ど

上
下

の
移
動

の

た
め

の
昇
降
機

浴
室

の
暖

房
装
置

ト
イ

レ
の

暖
房
装
置

ブ
ザ
ー

な
ど

の

防
犯
装
置

火
災

、
ガ

ス
漏

れ

、
漏
電

な

ど

の
自
動
警
報

・
通
報
装
置

健
康
不
良
時

に
連
絡

を

と

っ

て
く
れ
る
緊
急
通
報
装
置

そ

の
他

特

に
な

い

わ
か
ら

な

い

総　　　　数(n=1033)

 

（※対象はＱ16「あなたは、今後、高齢期に備えて、現在お住まいの住宅の改造（リフォーム）や新たな住

宅の取得をお考えですか」で、「考えている」と回答した人） 
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５． 就労に関する事項 

「元気ならいつまでも働くことが良い」と考える人が 22.6％。一番多いのは

「６５歳くらいまで」で 44.2％。 

・ 「何歳ぐらいまで収入のある仕事をするのがよいと思うか」という問に、

一番多い回答は「65 歳くらいまで」で 44.2％、続いて「年齢にこだわら

ず、元気ならいつまでも」が 22.6％、「70 歳くらいまで」が 18.5％、

「60 歳くらいまで」が 10.8％であった。（Ｑ１８ＳＱｂ） 

Ｑ１８ＳＱｂ あなたは、一般論として、何歳くらいまで収入のある仕事をするのがよいと思い

ますか。  

10.8

13.3

8.3

44.2

46.8

41.7

18.5

14.5

22.4

22.6

22.3

22.9

1.9

0.6

1.2 0.6

0.6

0.6

2.2

2.0

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総　　　　数(n=2545)

５５～５９歳(n=1266)

６０～６４歳(n=1279)

６０歳
くらい
まで

６５歳
くらい
まで

７０歳
くらい
まで

７５歳
くらい
まで

年齢こだわ
らず元気な
らいつまでも

その他 わから
ない

 

（※対象は、現在の職業が「契約・派遣・臨時・パート」以外の人） 

 

44.4％が就労のために「健康・体力づくり」に努めている。 

・ 高齢期における就労への準備として努めていることを聞いたところ、「健

康・体力づくり」が 44.4％、「人的つながりの確保」が 16.8％、「パソ

コン操作能力の向上」が 13.0％であった。「就労したいが努めているこ

とは特にない」と回答した人は 21.6％であった。（Ｑ１９） 

 

Ｑ１９ あなたが、高齢期における就労に備えて、努めていることはありますか。（複数回答） 

6.1 4.9
1.7 1.8 2.3

13.0

3.2
1.1

16.8

44.4

1.0

21.6 20.2

3.5

-

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

資
格

の
取
得

新

し

い
技

術

の
修
得

法
人

・
団
体
運
営

に

関

す

る
知
識

の
向
上

会
計

・
経
理

・
人
事

・
労
務

の
知
識
向
上

法
律

・
行
政
制
度

に

関

す

る
知
識

の
向
上

パ
ソ

コ
ン

操
作
能
力

の
向
上

外
国
語
能

力

の
向
上

起
業

の
た
め

の

資
金

づ
く
り

人
的

つ
な
が
り

の
確
保

健
康

・
体

力

づ
く
り

そ

の
他

就
労

し
た

い
が

努

め

て

い
る

こ
と

は
特

に
な

い

就
労

し
た

く
な

い

わ
か
ら

な

い

総　　　　数(n=3140)
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６． 健康に関する事項 

健康への不安を「常に感じている」人が 15.9％、「時々感じている」人は

45.7％。 

・ 現在の健康状態に不安を感じている人は 61.6%であり、50 代後半と 60 代

前半では差がない。また、年収が 180 万円未満の層では 7 割以上の人が健

康に不安を感じていると答えている。（Ｑ２１） 

・ 健康の維持増進のために心がけていることを聞いたところ、「栄養のバラ

ンスのとれた食事をとる」が 54.6％、「規則正しい生活を送る」が

47.5％、「休養や睡眠を十分にとる」が 47.3％、「散歩やスポーツをす

る」が 46.4％であった。（Ｑ２０） 

 

Ｑ２１ あなたは、ご自分の現在の健康状態について不安を感じることがありますか。 

  ＜男女・年齢別＞ 

「常に」・「時々」

63.7

62.4

60.8

感じている
（計）

59.0

61.615.9

15.4

16.4

15.6

16.3

45.7

43.7

47.3

46.9

44.5

30.5

32.2

29.0

29.3

31.6

7.8

8.6

7.2

8.2

7.5

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　　数
(n=3140)

男　　　　性
(n=1431)

女　　　　性
(n=1709)

５５～５９歳
(n=1560) 

６０～６４歳
(n=1580)

常に感じ
ている

時々感じ
ている

あまり感
じていない

考えたこ
とがない

わからない

 

  

 ＜全収入別＞ 

「常に」・「時々」

61.6

76.8

70.7

62.4

60.5

53.6

60.5

感じている
（計）

15.9

30.4

28.3

17.8

12.3

12.1

8.2

45.7

46.4

42.4

44.5

48.2

41.5

52.3

30.5

17.4

23.1

29.1

31.5

36.6

31.7

7.8

5.8

5.9

8.6

7.9

9.4

7.8 -

0.4

-

-

0.3

0.1

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　　数
(n=3140)

収入はない
(n=69)

年額１８０万円未満
              (n=290)

年額１８０～３６０万円未満
                   (n=898)

年額３６０～７２０万円未満
                     (n=948)

年額７２０～９６０万円未満
                     (n=224)

年額９６０万円以上
            (n=243)

常に感じ
ている

時々感じ
ている

あまり感
じていない

考えたこ
とがない

わからない
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Ｑ２０ あなたが、高齢期に備えて、ご自分の健康の維持増進のために心がけていることはあり

ますか。 

47.3 47.5

54.6

6.5

42.2

9.5 8.7

46.4

13.3

45.2

1.1

8.7

0.2
-

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

休
養

や
睡
眠

を

十
分

と
る

規
則
正

し

い

生
活

を
送

る

栄
養

の

バ
ラ

ン
ス
の

と
れ
た
食
事

を

と
る

保
健
薬

や
強
壮
剤

を

の
む

健
康
診
査

な
ど
を

定
期
的

に
受

け
る

酒

を
控

え
る

タ

バ

コ
を

控

え
る

散
歩

や

ス
ポ
ー

ツ

を
す

る

地
域

の
活
動

に

参
加

す

る

気
持

ち
を

な
る

べ
く

明

る
く
持

つ

そ

の
他

特

に
心

が
け

て

い
な

い

わ
か
ら

な

い

総　　　　数(n=3140)
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７． 自己啓発・学習に関する事項 

３人に２人（66.6％）は高齢期に備えた「自己啓発・学習」を行っていな

い。 

・ 高齢期に備えて最近１年間の自己啓発・学習について行ったかどうかを聞

いたところ、「特にない」と回答した人は 66.6％を占めた。自己啓発・

学習を行ったと回答した中では「ラジオ、テレビ、専門書、インターネッ

トなどでの自学自習」が最も多く、13.6％であった。（Ｑ２２） 

 

Ｑ２２ あなたは、これから迎える高齢期に備えて、この１年間に、ご自分の能力や意識を高めるた

めに、参加したり、行ったりしたことはありますか。（複数回答） 

9.6 9.77.4
0.7

13.0

1.4 1.3 1.2 2.3

71.1

0.1

8.7
13.6

0.1

66.6

1.61.41.61.8

13.6
9.3

11.7

0.1

64.7

1.31.51.72.0

13.8
10.1

-

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

民間企業
などの主
催講習会
への参加

国や地方
公共団体
主催講習
への参加

職場の研
修に参加
        
        

ラジオ、
テレビ、
専門書で
自学自習

通信教育
の受講  
        
        

公共職業
能力開発
施設の講
座の受講

大学、専
修学校な
どの講座
の受講  

その他  
        
        
        

特にない
        
        
        

わからな
い      
        
        

総　数　(n=3140)

就業なし(n=945)

就業あり(n=2195)

 

 

「自己啓発・学習」の主な目的は「人生をより豊かにするため」(52.1％)、

「より深い知識を身につけるため」(48.1％)。 

・ 自己啓発・学習の目的は「自分の人生をより豊かにするため」が

52.1％、「より深い知識等を身につけるため」が 48.1％であった。（Ｑ

２２ＳＱ１） 

 

Ｑ２２ＳＱ１ あなたが、それらに参加したり、行ったりした目的は何ですか。（複数回答） 

（※対象はＱ２２で何らかの自己啓発・学習を行ったと回答した人） 

12.5

39.5

18.9

11.0

24.4

48.1

12.5

52.1

32.0

1.1 0.9 0.3
-

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

新

た
な
就
労

に

活

か
す

た
め

現
在

の
仕
事

の
上

で
活

か
す

た
め

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動

に
活

か
す

た
め

資
格

を
取
得

す

る
た
め

日
常
生
活

や
地
域
活

動

に
活

か
す

た
め

よ
り
深

い
知
識
等

を

身

に

つ
け
る
た
め

他

の
人

の
指
導

に

活

か
す

た
め

自
分

の
人
生

を

よ
り

豊

か
に
す

る
た
め

自
分

の
健
康

の
維
持

増
進

に
役
立

て
る
た
め

そ

の
他

特

に
目
的

は
な

い

わ
か
ら

な

い

総　　　　数(n=1044)
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８． 家族に関する事項 

92.0％が現在の家族関係に満足。 

・ 「家族がいる」と回答した人で、現在の家族関係に満足していると回答し

た人は 92.0％であった。世帯構成別では、「一人暮らし世帯」で満足し

ていると回答した人は 81.0%にとどまった。 

・ また、健康状態に不安がある人は家族関係についての満足度が低い。（Ｑ

２５ＳＱ） 

 

Ｑ２５ＳＱ あなたは、現在の家族の関係に満足していますか。 

＜世帯構成別＞ 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

92.0 6.9

81.0 13.4

93.8 5.8

91.6 7.1

93.0 6.5

92.3 5.5

57.4

47.2

62.3

55.8

57.2

51.6

34.6

33.8

31.5

35.8

35.8

40.7

5.3

8.5

4.0

5.8

5.2

4.41.12.2

1.3

1.4

1.6

4.9

1.9

1.3

0.5

5.6

1.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総    数
(n=3045)

一人暮らし
(n=142)

一世代世帯
(n=908)

二世代世帯
(n=1460)

三世代世帯
(n=444)

その他の世帯
(n=91)

満足して
いる

ある程度
満足して
いる

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い

 

（※対象はＱ２５で「家族はいない」と回答した人以外） 

 

＜健康状態別＞ 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

92.0 6.9

85.5 13.0

92.3 6.4

94.1 5.3

95.4 4.2

57.4

49.6

54.1

62.1

75.1

34.6

35.9

38.2

32.0

20.3

5.3

9.2

1.1

1.5

1.4

0.6

0.4

4.9

4.3

3.0

1.4

3.8

1.6

1.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総    数
(n=3045)

常に感じている
       (n=476)

時々感じている
      (n=1396) 

あまり感じていない
             (n=933)

考えたことがない
        (n=237)

満足して
いる

ある程度
満足して
いる

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い

（
現
在
の
健
康
状
態
の
不
安

）

（家族との関係について）

 
 

（※対象はＱ２５で「家族はいない」と回答した人以外）
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高齢期における配偶者との関係では、男性は一緒に過ごす時間を優先し、女

性は自分の時間を優先する傾向が見られる。 

・ 配偶者との関係では、「一緒に過ごす時間を優先したい」と回答する人は

男性の方が多く、「一緒に過ごす時間と自分の時間は半々程度」、「自分

だけの時間を優先したい」と回答する人は女性の方が多い。（Ｑ２３） 

 

Ｑ２３ あなたは、これから迎える高齢期において、配偶者と過ごす時間と自分だけの時間について、

どのようにお考えですか。配偶者のいない方は、いた場合として、お答えください。 

＜男女別＞ 

25.4

33.8

18.5

42.4

36.7

47.1

12.2

9.2

14.7

17.7

18.3

17.3 2.5

2.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数(n=3140)

男性(n=1431)

女性(n=1709)

一緒に過ご
す時間の
確保を
優先したい

一緒に過ごす
時間と自分だけ
の時間を半々
程度にしたい

自分だけ
の時間の
確保を
優先したい

その時々
の状況で
考えたい

わからない

 

 

＜未婚既婚別＞ 

25.4

9.4

14.9

27.6

42.4

17.0

24.6

45.9

12.2

25.8

23.9

10.0

17.7

32.1

25.2

16.0 0.4

15.7

2.3

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　　数
　(n=3140)

未　　　　婚
(n=159)

既婚（配偶者と離死別）
　　　　　　　　(n=309)

既婚（配偶者あり）
　　　　　(n=2672)

一緒に過ご
す時間の
確保を
優先したい

一緒に過ごす
時間と自分だけ
の時間を半々
程度にしたい

自分だけ
の時間の
確保を
優先したい

その時々
の状況で
考えたい

わからない
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59.5％が子どもや孫と「『ときどき』会っての食事や会話」を望んでいる。

「いつも一緒の生活」を望む人は４人に１人（25.4％）。 

・ 子どもや孫との関係では、「ときどき会って食事や会話をするのがよい」

が 59.5％で、「いつも一緒に生活できるのがよい」の 25.4％の２倍以上

であった。（Ｑ２４） 

 

Ｑ２４ 高齢期における子供や孫との付き合い方について、あなたはどのようにお考えですか。子供

や孫のいない方は、いた場合として、お答えください。 

25.4 59.5 10.0

0.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　　数(n=3140)

いつも一
緒に生活
できるの
がよい  

ときどき会っ
て食事や
会話をする
のがよい

たまに会
話をする
程度でよ
い      

全く付き
合わずに
生活する
のがよい

わからな
い      
        
        

 

 



 - 18 -

９． 近所・友人に関する事項 

87.6％が「近所との関係」に満足している 

・ 近所との現在の関係について、「満足している」人は 87.6％であった。

また、健康状態に不安を感じている人には、近所との関係について満足度

が低い傾向が見られる。 

・ 住宅形態別では、「一戸建て（持ち家・賃貸住宅）」に住んでいる人の満

足度が高く、「集合住宅（持ち家・賃貸住宅）・給与住宅」に住んでいる

人の満足度が低い。また、「健康に不安を感じている」人は満足度が低

い。（Ｑ３０） 

 

Ｑ３０ これから高齢期を迎える中で、あなたは、現在の（１）近所との関係、（２）友人・仲

間との関係、について満足していますか。 

（１）近所との関係 

＜健康状態の不安と近所との関係＞ 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

87.1 11.6

90.7 7.7

92.7 5.3

10.7

16.4

87.6

81.0

29.5

27.0

25.6

32.4

45.9

58.2

54.0

61.5

58.3

46.7

8.5

11.4

9.5

6.6

4.5
0.8

2.2

5.0

2.1

1.1

2.6

1.7

1.3

2.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3140)

常に感じている
        (n=500)

時々感じている
       (n=1434)

あまり感じていない
           (n=957)

考えたことがない
         (n=246)

満足して
いる

ある程度
満足して
いる

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い

（
現
在
の
健
康
状
態
の
不
安

）

（近所との関係について）

 

 

 ＜住宅形態別＞ 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

82.6 17.4

77.5

72.2

19.2

22.2

87.6 10.7

87.1 10.9

89.6 9.0

79.3 17.8

29.5

30.2

28.7

35.6

22.8

16.7

21.7

58.2

59.4

50.6

51.5

54.7

55.6

60.9

8.5

7.4

16.1

7.9

12.7

22.2

13.0

6.5

4.3

3.0

-

1.7

1.6

2.2

2.0

3.3

5.6

-

2.9

1.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3140)

持家（一戸建て）
          (n=2517)

持家（集合住宅）
            (n=174)

賃貸住宅（一戸建て）
                (n=101)

賃貸住宅（集合住宅）
                    (n=307)

給与住宅（社宅・官公舎など）
                          (n=18)

その他
(n=23)

満足して
いる

ある程度
満足して
いる

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い
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近所の人とは「病気の時に助け合いたい」と思う人が 32.5％であるのに対

し、実際に助け合っているケースは 16.8％に留まる。 

・ 「希望する近所づきあい」は、立ち話程度、あいさつだけ、相談相手、お

茶や食事、病気のときの助け合いなど、行事への参加や趣味まで、約３割

から４割と多様。近所づきあいの希望と現実で一番ギャップが大きいの

は、「病気の時に助け合う」で希望が 32.5％に対し、現実は 16.8％に留

まっている。（Ｑ２６、Ｑ２７） 

 

Ｑ２６ あなたは、これから迎える高齢期において、親戚以外の近所の方とどの程度の付き合い

を望みますか。（複数回答）  

Ｑ２７ あなたは、親戚以外の近所の方とどの程度の付き合いをしていますか。（複数回答）  

＜全体＞ 

34.6

26.8

34.8

7.1

32.5
36.8

42.0
37.5

33.3

1.5 0.6 0.5

30.9

20.2

28.0

4.9

16.8

48.2
50.7 51.5

41.4

2.5
0.5 0.5

-

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

お
茶

や
食

事

を
一
緒

す

る

趣
味

を

と

も

に
す

る

相
談

ご
と
が
あ

っ
た

時

、
相
談

を
す

る

家
事

を
助

け
合

う

病
気

の
時

に

助

け
合

う

物

を
あ
げ

た
り

、
も

ら

っ
た
り
す

る

外

で
ち

ょ

っ
と
立

ち

話

を
す

る
程
度

あ

い
さ

つ
を
交

わ
す

だ
け
 

葬
儀
等

の
行
事

に

参
加

す

る
程
度

全

く

つ
き
あ

い

は

い
ら

な

い

そ

の
他

わ
か
ら

な

い

（Q26)希望するつきあい
  (n=3140)

（Q27)実際のつきあい
  (n=3140)

 

＜男女別＞ 

24.2
29.2

31.9 30.1 31.1
34.3

38.4

0.7 0.7

20.4 19.5
22.5

3.6

14.1

39.9
42.7

52.3

38.2

3.4

43.4

24.9

37.2
34.5

48.5

36.6

1.3 0.5 0.4

39.6

20.8

6.0

19.0

55.2 57.4

50.8

44.1

1.7

5.9

31.8

0.6 0.7

8.1

41.6

34.6

1.8 0.4 0.3

32.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

お
茶

や
食

事

を
一
緒

す

る

趣
味

を
と

も
に
す

る

相
談

ご
と
が
あ

っ
た

時

、
相
談

を
す

る

家
事

を
助

け
合

う

病
気

の
時

に

助

け
合

う

物

を
あ
げ

た
り

、
も

ら

っ
た
り
す

る

外

で
ち

ょ

っ
と
立

ち

話

を
す

る
程
度

あ

い
さ

つ
を
交

わ
す

だ
け
 

葬
儀
等

の
行
事

に

参
加

す

る
程
度

全

く

つ
き
あ

い

は

い
ら

な

い

そ

の
他

わ
か
ら

な

い

（Q26)希望するつきあい
  (男性　n=1431)

（Q27)実際のつきあい
   (男性　n=1431)

（Q26)希望するつきあい
  (女性　n=1709)

（Q27)実際のつきあい
  (女性　n=1709)
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＜ひとり暮らしとそれ以外別＞ 

27.2

17.4

31.9 29.8

23.0
27.7

42.6

0.9 0.9

23.0

14.0

25.5

3.4

14.5

31.9 32.3

52.8

26.0

10.2

35.2

27.6

35.0
32.7

43.2

37.0

1.1 0.6 0.5

31.5

20.7

5.1

17.0

49.5
52.2 51.4

42.7

22.1

4.3 6.0 0.40.4

34.2

37.9

7.4

28.2

0.50.51.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

お
茶

や
食

事

を
一
緒

す

る

趣
味

を
と

も
に
す

る

相
談

ご
と
が
あ

っ
た

時

、
相
談

を
す

る

家
事

を
助

け
合

う

病
気

の
時

に

助

け
合

う

物

を
あ
げ

た
り

、
も

ら

っ
た
り
す

る

外

で
ち

ょ

っ
と
立

ち

話

を
す

る
程
度

あ

い
さ

つ
を
交

わ
す

だ
け
 

葬
儀
等

の
行
事

に

参
加

す

る
程
度

全

く

つ
き
あ

い

は

い
ら

な

い

そ

の
他

わ
か
ら

な

い

（Q26)希望するつきあい
  (一人暮らし　n=235)

（Q27)実際のつきあい
   (一人暮らし　n=235)

（Q26)希望するつきあい
  (一人暮らし以外　n=2905)

（Q27)実際のつきあい
  (一人暮らし以外　n=2905)
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95.2％が「友人・仲間との関係」に満足している。 

・ 友人・仲間との現在の関係について、「満足している」人は 95.2％であ

った。また満足度と健康状態については強い関係が見られる。（Ｑ３０）

・ 親しくしている友人・仲間は「職場の同僚・元同僚」、「近所の人」、

「趣味を通じた仲間」、「学校時代の友人」。男性は「職場の同僚・元同

僚」、女性は「近所の人」の割合が高い。（Ｑ２９） 

・ 今後の関係については、「現在と同様の付き合いでよい」人は 79.4％、

「より親密な付き合いをしたい」人は 14.8％であり、「現在より距離を

おきたい」人 4.0％を大きく上回った。（Ｑ２８） 

 

Ｑ３０ これから高齢期を迎える中で、あなたは、現在の（１）近所との関係、（２）友人・仲

間との関係、について満足していますか。 

（２）友人・仲間との関係 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

98.4 1.2

89.8 6.4

95.2 3.5

95.8 3.7

96.4 2.3

47.2

44.4

43.8

48.8

66.7

48.1

45.4

52.0

47.6

31.7

2.7

4.8

0.8

1.6

3.1

0.4

0.8

1.6

0.6

0.7

3.8

1.3

0.5

0.4

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3140)

常に感じている
        (n=500)

時々感じている
        (n=1434)

あまり感じていない
             (n=957)

考えたことがない
            (n=246)

満足して
いる

ある程度
満足して
いる

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い

（
現
在
の
健
康
状
態
の
不
安

）

（友人・仲間との関係について）

 

 

Ｑ２９ あなたが、ふだん親しくしている友人・仲間は、どのような方ですか。（複数回答） 

55.8

48.7

43.2
40.0 41.9

2.4 2.4 0.5

49.3

56.1

43.6 43.8

5.1 1.9
0.3

63.5

43.9 45.3

7.4
1.5

0.1
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

学校時代
の友人

職場の同僚
・元同僚

近所の人 趣味を通
じた仲間

その他 友人・仲間
はいない

わから
ない

総数(n=3140)

男性(n=1431)

女性(n=1709)
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Ｑ２８ あなたは、これから迎える高齢期において、現在親しくしている友人・仲間との関係を、

どのようにしたいとお考えですか。 

14.8 79.4 4.0
0.4
1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　　数
(n=3140)

より親密
な付き合
いをしたい

現在と同
様の付き
合いでよい

現在より
距離をお
いて付き
合いたい

その他 わからな
い
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１０． 希望する政策に関する事項 

「国や地方自治体の高齢社会対策」に「やや不満」は 37.5％、「不満」が

33.1％。 

・ 「国や地方自治体の高齢社会対策」に「不満を感じている」人は 70.5％

であった。都市別では大都市に住んでいる人、また健康に不安を感じてい

る人は、「不満に感じている」と回答した割合がやや高い。（Ｑ３１） 

・ 不満の内容では、「税金や社会保険料が高すぎる」と回答した人が

78.7％と最も多く、続いて「施策の内容がわかりにくい」と回答した人が

48.2％であった。（Ｑ３１ＳＱ） 

 

Ｑ３１ あなたは、国や地方自治体の高齢社会対策に、満足していますか。 

 

＜都市規模別＞ 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

22.8 69.9

23.4 69.1

23.0 69.0

22.0 70.5

18.2 75.4

2.0

2.1

2.0

2.4

0.8

20.1

16.1

20.9

21.1

22.0

37.5

37.7

37.6

36.0

39.3

33.1

37.7

31.4

33.1

30.6

7.4

7.3

8.0

7.5

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総 　数
(n=3140)

大都市
(n=671)

中都市
(n=1332)

小都市
(n=755)

町村
(n=382)

満足して
いる

ある程度
満足して
いる

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い

 

＜健康状態の不安と国や地方自治体の高齢社会対策との関係＞ 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

78.8

72.5

65.7

60.6

13.6

21.4

26.2

26.4

1.6

0.9

2.9

5.3

12.0

20.5

23.3

21.1

33.6

41.0

36.5

28.5

45.2

31.5

29.3

32.1 13.0

6.1

7.6

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常に感じている
(n=500)

時々感じている
(n=1434)

あまり感じていない
(n=957)

考えたことがない
(n=246)

満足して
いる

ある程度
満足して
いる

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い

（
現
在
の
健
康
状
態
の
不
安

）

（国や地方自治体の高齢社会対策について）
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＜全収入別＞ 

「満足している」 「不満である」

「ある程度 「やや不満

満足している」 である」

（計） （計）

20.3 68.1

20.0 67.6

25.9 66.5

23.0 72.8

21.7 70.9

24.1 70.0

4.3

1.0

2.3

1.9

0.4

3.7

15.9

19.0

19.4

22.2

25.4

19.3

31.9

32.1

39.1

38.6

38.8

43.6

36.2

35.5

31.8

31.4

27.7

29.2

5.9

7.6

4.1

7.3

11.6

12.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

収入はない
(n=69)

年額１８０万円未満
　　　　(n=290)

年額１８０～３６０万円未満
　　　　　　　　　(n=898)

年額３６０～７２０万円未満
　　　　　　　　(n=948)

年額７２０～９６０万円未満
　　　　　　　　　(n=224)

年額９６０万円以上
　　　　　(n=243)

満足して
いる

ある程度
満足して
いる

やや不満
である

不満であ
る

わからな
い

 

 

Ｑ３１ＳＱ では、どのような点に不満を感じられますか。（複数回答） 

5.4

35.1 37.2

29.7

48.2

78.7

4.6
0.5

-

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

他

の
分
野

の
施
策

に

比

べ
手
厚

す
ぎ

る

施
策

が
重
複

す

る

な
ど
無
駄

が
多

い

省
庁
間

の
連
携

が

不
十
分

で
あ

る

施
策

が
量
的

に

不
十
分

で
あ

る

施
策

の
内
容

が

わ
か
り
に
く

い

税
金

や
社
会
保
険

料

が
高

す
ぎ

る

そ

の
他

わ
か
ら

な

い

総　　　　数(n=2214)

 
（※対象はＱ３１で「不満である」・「やや不満である」と回答した人） 
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69.0％が「老人医療の確保」、64.6％が「公的年金の充実」を望んでいる。 

・ 重点を置くことを希望する政策としては、「老人医療の確保」が 69.0％

と最も高く、続いて「公的年金の充実」が 64.6％、「高齢者が暮らしや

すいまちづくり」が 50.9％であった。（Ｑ３２） 

 

 

Ｑ３２ あなたは、今後の高齢社会対策において、どのような政策に重点を置くことを希望しま

すか。（複数回答） 

29.8
33.7

64.6
69.0

45.8 45.0
39.6

21.1
17.7 19.4

50.9

36.3 38.7

1.0 1.2
-

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

生
涯

を
通

じ
た

健
康

づ
く
り

高
齢
者

の
雇
用

公
的
年
金

の
充
実

老
人
医
療

の
確
保

在
宅
介
護

充
実

福
祉
施
設

の
整
備

寝

た
き

り
や
痴
呆

の
予
防
対
策

生
涯
学
習

な
ど

生

き

が

い
対
策

社
会
参
加
活
動

の
推
進

高
齢
者

に
配
慮

し
た

バ
リ

ア
フ
リ
ー

住
宅

の
確
保

高
齢
者

が
暮

ら

し
や
す

い

ま
ち

づ
く
り
 
 

高
齢
者

の
孤
立

を
防
止

す

る
た
め

の
地
域

の

仕
組

み

づ
く
り

子
供

が
健

や

か
に

生

ま
れ
育

つ
た
め

の
環
境

づ
く
り

そ

の
他

わ
か
ら

な

い

総　　　　数(n=3140)

 


